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1. *者吉

野球は米国発祥のスポーツであるが，

各々の閣の野球には多くの違いがある.そ

の違いのIIIには球場におけるものがあり，

近年では選手や観客のことを考えた球場に

変化している，脇坂(1989) は， 日米の野

球場を比較し. 日本の球場は比較的狭いこ

とを明らかにした.沢相11(1990) (1999)の

文献は，研究論文で、はなしゅ1日本の野球場
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の球場の特徴とその変化を明ら

」ノ

日本

るこ

とを目的とした，そして.今後u本がどのよ

うな球場づくりをしてしF 、けばよいのか，球

場づくりにおける課題を考察した.

2. 研究方法

管理運営元，建設の目的/理由・建設年/

改修年，フェンスまでの距離，グラウンドの

表面，グラウンドの周辺胞設，グラウンド内

の施設. グラウンドのバリアフリー化の以

上の 7つの観点に基づし、て文献資料を収集

した.そのEわからp7項目中 6項目以上の

情報が記載されていた 46球場を対象にし

日本の球場の特徴とその変化をまとめた.

3. 結果と考察

日本の球場における管理運営丘では，プ

ロ野球の本拠地は球団が所有しており， f世

ずは市，県，教育委員会も球場の運営管理を

行っていた.改修年では， 1980 年代までに

作られた球場はすべて改修されていた.改

修の内容はプロ野球での利用を目的とした

球場，女子ブロリーグの設立を受けて女性

に優しい球場，そして水はけの良い球場へ

改修されていた，フェンスまでの距離は野

球規則に定められてしt、る距離を満たしてい

のは 24球場だけであった.グラウンドの

表記は天然芝から人[芝に張替 う球

場が多く見られた鴫グラウンドの

運動公闘になっている球場が多く? ~， 

野球の本拠地と花うでしちる球場 l/ ，̂ジオ

一擁設やショッピングセンターが併設され

ており，米国のポー/レパークfとが進んでい

た.グラウンド内の施設は室内練習場や男

女別のトイレなどが完備されていない傘バ

リアフリーは， 1989年以降の球場にはすべ

て導入されていたが，エレベーターは導入

されていない球場が見られた.

以上の特徴と変化から，今後の球場には

グランドの野球規則を満たし，性別や障害

の有無を関わず，選手にとっては野球をプ

レーしやすい環境ヲ観客にとっては足を運

びやすく，観戦しやすし、環境を整え

づくりを進めてし、くことが望まれる.
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